
今後の取組について

日田市林業振興課
令和５年３月22日

資料２



森林経営管理制度等の進め方について森林経営管理制度等の進め方について森林経営管理制度等の進め方について森林経営管理制度等の進め方について
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� 未整備森林解消のための森林整備

①森林資源解析結果を活用して未整備森林を抽出
②整備の優先される林班から未整備森林区域を日田市森林整備計画に定める。
（→R元：高瀬2、前津江3、大山3林班 R3：小野1、天瀬2林班、Ｒ4：上津江1、中津江1林班）

未整備森林未整備森林未整備森林未整備森林
対象箇所対象箇所対象箇所対象箇所

((((森林経営計画含む森林経営計画含む森林経営計画含む森林経営計画含む))))

⑤木材等生産機能を重視する森林（生産林） ⑥公益的機能を重視する森林（環境林）森林区分森林区分森林区分森林区分
((((ゾーニング活用ゾーニング活用ゾーニング活用ゾーニング活用))))

③未整備森林（現地）調査の実施（→R元：高瀬1、前津江2林班、 R2：高瀬1、前津江1、大山3林班、
R3：天瀬2林班、Ｒ4：小野1林班、Ｒ5：中津江、上津江各1林班予定）

④意向調査実施 R2実績：未整備森林3林班(158ha)中、約22ha(18筆:所有者11人)に実施
(森林経営計画外) R3実績：未整備森林5林班(241ha)中、約69ha(84筆:所有者57人)に実施

R4実績：未整備森林3林班(187ha)中、約 8ha(16筆:所有者10人)に実施

現地調査及び現地調査及び現地調査及び現地調査及び
意向調査の実施意向調査の実施意向調査の実施意向調査の実施

路網整備路網整備路網整備路網整備(譲与税事業)
実施主体：林業事業体

⑧⑧⑧⑧基幹作業道整備基幹作業道整備基幹作業道整備基幹作業道整備((((既設森林作業道の格上げ既設森林作業道の格上げ既設森林作業道の格上げ既設森林作業道の格上げ))))
・既設作業道の機能強化・既設作業道の機能強化・既設作業道の機能強化・既設作業道の機能強化((((路面、路面、路面、路面、法面部分補強法面部分補強法面部分補強法面部分補強))))・・・・待避所待避所待避所待避所設置設置設置設置・小型・小型・小型・小型((((２～４２～４２～４２～４㌧㌧㌧㌧))))トラックトラックトラックトラック
・全幅員・全幅員・全幅員・全幅員((((路肩含路肩含路肩含路肩含))))３～４ｍ３～４ｍ３～４ｍ３～４ｍ
・開設・開設・開設・開設30303030千円千円千円千円////ｍｍｍｍ、改良、改良、改良、改良15151515千円千円千円千円////ｍｍｍｍ

所有者管理への支援所有者管理への支援所有者管理への支援所有者管理への支援
（補助金型）（補助金型）（補助金型）（補助金型）
⑦林業専用道整備⑦林業専用道整備⑦林業専用道整備⑦林業専用道整備((((林専道開設林専道開設林専道開設林専道開設))))

・・・・国助成が国助成が国助成が国助成が50505050→→→→27272727千円千円千円千円////ｍｍｍｍに減額された中に減額された中に減額された中に減額された中、大分県、大分県、大分県、大分県
林業専用道整備事業への市上乗せ補助林業専用道整備事業への市上乗せ補助林業専用道整備事業への市上乗せ補助林業専用道整備事業への市上乗せ補助(+15(+15(+15(+15千円千円千円千円////ｍｍｍｍ))))・・・・10101010㌧㌧㌧㌧トラック・全幅員トラック・全幅員トラック・全幅員トラック・全幅員((((路肩含路肩含路肩含路肩含))))４ｍ４ｍ４ｍ４ｍ

⑨⑨⑨⑨隣接する隣接する隣接する隣接する
森林経営計森林経営計森林経営計森林経営計
画への参画画への参画画への参画画への参画
をあっせんをあっせんをあっせんをあっせん

市市市市に経営管に経営管に経営管に経営管
理権を設定理権を設定理権を設定理権を設定

登録林業経営登録林業経営登録林業経営登録林業経営
体に再委託体に再委託体に再委託体に再委託
（検討中）（検討中）（検討中）（検討中）

市市市市に経営管理権を設定に経営管理権を設定に経営管理権を設定に経営管理権を設定

⑩⑩⑩⑩市が自ら管理（業務委託想定）市が自ら管理（業務委託想定）市が自ら管理（業務委託想定）市が自ら管理（業務委託想定）
→→→→市町村森林経営管理事業市町村森林経営管理事業市町村森林経営管理事業市町村森林経営管理事業(譲与税事業)
⑴⑴⑴⑴ 短期間(5年)で公益的機能の向上など、
一定の効果が得られる切捨間伐(搬出に
向けた作業道も検討)
⑵ 急峻で林業経営に適さない森林(現
状:スギ)は、路網整備又は架線集材によ
り、広葉樹(早生樹)に樹種転換を誘導し、
成林が見込める10年程度を市が管理。
(国の主伐事例は15年)
⑶ 市管理期間の終了後は、再度、設定
(更新)できるが、経営管理は森林所有者
に戻る。

⑬森林経営計画カバー率８割を踏まえ、可能な限り隣接する森林経営計画への参画⑬森林経営計画カバー率８割を踏まえ、可能な限り隣接する森林経営計画への参画⑬森林経営計画カバー率８割を踏まえ、可能な限り隣接する森林経営計画への参画⑬森林経営計画カバー率８割を踏まえ、可能な限り隣接する森林経営計画への参画((((取込取込取込取込))))を斡旋を斡旋を斡旋を斡旋 ⑭市町村森林経営管理⑭市町村森林経営管理⑭市町村森林経営管理⑭市町村森林経営管理
事業の再実施事業の再実施事業の再実施事業の再実施((((更新更新更新更新))))

【【【【資源解析資源解析資源解析資源解析::::基礎資料基礎資料基礎資料基礎資料】】】】林業経営に適する・適さない森林を判断するための林業経営に適する・適さない森林を判断するための林業経営に適する・適さない森林を判断するための林業経営に適する・適さない森林を判断するためのゾーニングゾーニングゾーニングゾーニングやややや意向調査対象意向調査対象意向調査対象意向調査対象林班として、森林整備の優先林班として、森林整備の優先林班として、森林整備の優先林班として、森林整備の優先順位付け順位付け順位付け順位付け
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造林補助造林補助造林補助造林補助((((市市市市上乗せ補助上乗せ補助上乗せ補助上乗せ補助))))
⑪渓流沿い・尾根急傾斜地⑪渓流沿い・尾根急傾斜地⑪渓流沿い・尾根急傾斜地⑪渓流沿い・尾根急傾斜地

→→→→災害に災害に災害に災害に強い森林づくり強い森林づくり強い森林づくり強い森林づくり((((譲与税譲与税譲与税譲与税))))
大分県災害に強い森林づくり事大分県災害に強い森林づくり事大分県災害に強い森林づくり事大分県災害に強い森林づくり事
業と協調し、河川・渓流沿いや尾業と協調し、河川・渓流沿いや尾業と協調し、河川・渓流沿いや尾業と協調し、河川・渓流沿いや尾
根・急傾斜地根・急傾斜地根・急傾斜地根・急傾斜地((((林業不適地林業不適地林業不適地林業不適地))))においにおいにおいにおい
て、現状スギ・ヒノキを樹種転換て、現状スギ・ヒノキを樹種転換て、現状スギ・ヒノキを樹種転換て、現状スギ・ヒノキを樹種転換
し、し、し、し、広葉樹広葉樹広葉樹広葉樹林化を目指す。林化を目指す。林化を目指す。林化を目指す。
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令和元年度に森林経営管理法（以下「管理法」という。）が施行され、森林所有者に森林の適正管理を義務付けるとともに、手入れ
の行き届いていない森林の管理について、市町村を仲介役として実施する制度が創設された。
これを受けて市では、管理法及び日田市森林整備計画に基づき、森林の多面的機能の発揮を目指し、経営管理が行われていない森林

を対象に、当該森林の今後の経営管理の意向を伺い、これを踏まえ、市による経営管理権の設定のほか、林業適地による路網整備支援
や森林経営計画への参画等を進めていく。

意向調査意向調査意向調査意向調査のののの実施実施実施実施状況状況状況状況についてについてについてについて

□ 事業スキーム事業スキーム事業スキーム事業スキーム

□□□□ 対象箇所の選定対象箇所の選定対象箇所の選定対象箇所の選定本市の民有林総面積の約８割について、森林経営計画が
策定されている中、
① 森林資源解析結果を活用して未整備森林を抽出
② 意向調査又は森林整備の優先される林班から、未整備
森林区域を日田市森林整備計画に定める。

→当該未整備森林区域内(11林班)を対象に、意向調査を実施
◎調査対象条件
１．人工林であること（スギ・ヒノキ）
２．森林経営計画未加入及び施業受託を行っていない者
３．施業履歴がないこと（過去10年程度）、必要施業種有
４．私有林であることなど（行政機関,水資源機構を除外）

経営管理を
再委託

森林所有者 市町村
(日田市)

林業経営に林業経営に林業経営に林業経営に
適した森林適した森林適した森林適した森林

林業経営に林業経営に林業経営に林業経営に
適さない適さない適さない適さない
森林森林森林森林

林業経営者が
経営管理

市町村が
自ら管理

意向を意向を意向を意向を
確認確認確認確認

経営管理
を委託

森林経営管理制度森林経営管理制度森林経営管理制度森林経営管理制度
□□□□ 意向意向意向意向調査の実施概要調査の実施概要調査の実施概要調査の実施概要
R２調査
林班

所有
者

未整備
現地調査

経営計画有
施業受託有

意向調査
対象者

意向調査
面積

対象
筆数

高瀬221 60人 78.83ha
147件 172件 1人 1.39ha 1筆

前津江
299,323 28人 79.64ha

103件 73件 10人 20.68ha 17筆

R３調査
林班

所有
者

未整備
現地調査

経営計画有
施業受託有

意向調査
対象者

意向調査
面積

対象
筆数

高瀬220 84人 72.56ha
225件 154件 0人 ー 0筆

前津江
300 66人 91.13ha

252件 119件 32人 36.56ha 48筆
大山
633,634
,635

51人 77.83ha
335件 106件 25人 33.35ha 36筆

R3：回収数48人(57人中) 回収率84％ 市委託意向者13人(面積10.93ha)
⇒⇒⇒⇒隣接の経営計画隣接の経営計画隣接の経営計画隣接の経営計画へへへへ参画参画参画参画、、、、経営経営経営経営管理設定管理設定管理設定管理設定後後後後の市町村の市町村の市町村の市町村森林管理事業森林管理事業森林管理事業森林管理事業検討検討検討検討

R2：回収数9人(11人中) 回収率82％ 市委託意向者1人(面積0.73ha)
⇒⇒⇒⇒((((対応対応対応対応)R3)R3)R3)R3～～～～R4R4R4R4路網整備支援後、隣接の経営計画への参画を検討路網整備支援後、隣接の経営計画への参画を検討路網整備支援後、隣接の経営計画への参画を検討路網整備支援後、隣接の経営計画への参画を検討

２

R４調査
林班

所有
者

未整備
現地調査

経営計画有
施業受託有

意向調査
対象者

意向調査
面積

対象
筆数

小野82 39人 89.28ha
86件 69件 2人 1.33ha 2筆

天瀬
673,675

115
人

97.73ha
103件 63件 8人 6.84ha 14筆

R4：回収数8人(10人中) 回収率80％ 市委託意向者0人



令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 森林資源解析

② 未整備森林対象区域(林班)設定

③ 未整備森林(現地)調査の実施

④ 意向調査の実施

⑤
生産林

森林路網整備補助事業の実施

⑥
(既存)森林経営計画への参画・造林補助実施

⑦ 環境林

市町村森林経営管理事業の実施
⑧ 森林経営計画参画

森林経営管理推進事業の進捗状況・計画について

県の解析結果を
活用し市北部区
域(約16千ha)
ゾーニグ・優先
順位等実施

� 森林経営管理推進事業のロードマップ

3

(82)(82)(82)(82)

県実施:市北部(16千ha)
市実施：市南部区域(約36千ha)資源解析

高瀬２林班
前津江３林班
大山３林班

高瀬２林班(R1:221,R2:220)
前津江３林班(R1:299,323,R2:300)

大山３林班(633,634,635)
高瀬2林班(1人:1.39ha)
前津江3林班(42人:57.24ha)

大山3林班(25人:33.35ha)

前津江(299林班)１路線(L=1,140m)完了
高瀬検討
前津江検討
大山検討

小野１林班
天瀬２林班

天瀬２林班
小野１林班

小野1林班
(2人:1.33ha)
天瀬2林班
(8:6.84ha)
小野小野小野小野(82(82(82(82林班林班林班林班)1)1)1)1路路路路(L=980(L=980(L=980(L=980ｍ）実施中ｍ）実施中ｍ）実施中ｍ）実施中

天瀬・前津江 路網検討
高瀬検討

前津江検討(大山R3.12月1件設定)

大山検討
大山・前津江検討

中津江中津江中津江中津江
上津江上津江上津江上津江

中津江中津江中津江中津江
上津江上津江上津江上津江

中津江中津江中津江中津江
上津江上津江上津江上津江

前津江(300林班)１件(1.37ha)実施中(約5年間)
経営管理権検討

市町村森林経営管理事業(5年)完了後、経営計画へ参画

(673,675)(673,675)(673,675)(673,675)

151.39ha
170.77ha
77.83ha

(200,221)
(299,300,323)
(633,634,635)

97.73ha
89.28ha
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1．林道台帳整備事業

２．小中学校机・椅子更新事業（教育総務課）

市内林道150路線の林道台帳（調書・平面図）のデジタル化を行うことにより、林道の種類及び構造等の確認が机上にて容
易に確認でき、林道情報の提供に迅速な対応ができる。また、改良・維持補修・災害復旧箇所等の履歴を更新することで、計
画的に適切な維持管理を行う。
（事業実施）林道150路線、全整備延長：254.5km
（事業計画）令和5年度～令和9年度（5か年）令和5年度 38路線 51.8km（五和・髙瀨・三芳・西有田・ 東有田・三花）令和6年度 29路線 54.4km（夜明・大鶴・小野）令和7年度 29路線 48.6km（天瀬・大山）令和8年度 22路線 42.3km（前津江）令和9年度 32路線 57.4km（中津江・上津江）

市内全ての小中学校の児童生徒用机・椅子を天板と座面のみ木製とした机椅子に更新を行うことで、よりよい教育環境の整
備を行う。
（事業実施）市内全小中学校
（事業計画）令和4年度～令和10年度（7か年）

令和4年度 小野小学校、戸山中学校 先行導入
令和5年度～ 7年度 小学校（R5:1～2年生、R6:5～6年生、R7:3～4年生）
令和8年度～10年度 中学校（R8:3年生、R9:2年生、R10:1年生）

３．木造公共施設整備について
森林環境譲与税が段階的に増額される中、木造公共施設整備について、大規模な公共建築物新築や、原油価格高騰による建

築(木工事含む)コスト上昇などを考慮し、森林環境譲与税の充当上限額の見直しを行う。
（実績：Ｒ1三花公民館新築工事、Ｒ2前津江振興局新築工事、

三隈川公園内ウッドデッキ改修、Ｒ3～Ｒ4なし）
（対象経費）木工事費及び木材料費のみ
（充当上限）15,000千円 →30,000千円（Ｒ5～）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）
276,256 82.8 191,162 86.8 217,272 76.0
6,356 1.9 6,993 3.2 9,293 3.3
44,597 13.4 12,320 5.6 46,346 16.2
6,506 1.9 9,881 4.5 12,908 4.5

333,715 100.0 220,356 100.1 285,819 100.0
④普及啓発

合計

Ｒ5年度

①森林整備
②人材育成・担い手確保
③木材利用

使途内訳 Ｒ1～Ｒ3累計 Ｒ４年度


